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「国家開発計画」（Plan Nacional de Desarrollo）で国家管理の強化とそれに向け




















































































（El estado del Estado）という報告書をまとめた（PNUD 2007）。
　この報告書の内容は多岐にわたるが，国家の実践を考えるうえで，「穴の









































働組合連合（Federación Sindical de Trabajadores Mineros de Bolivia: FSTMB），ボ
リビア鉱山協同組合連合（Federación Nacional de Cooperativistas Mineras de Bo-
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livia: FENCOMIN），中規模鉱山協会（Asociación Nacional de Mineros Medianos: 
















































































































































imiento al Socialismo: MAS）が支配したが，MAS は立法府上院で過半数を占め
ることができなかった。それに対して2010年以降は，モラレス大統領が引き







































































































































　要旨を先取りすると，再三にわたる FENCOMIN の法案拒否（第 1 項），
FENCOMIN の主導による政策アリーナの設定と鉱業冶金省の排除（第 2 項），
FENCOMIN と鉱業冶金省の対立（第 3 項），FENCOMIN と与党議員との対









法案の第 1 案と第 2 案が FENCOMIN の反対によ
って拒絶される
4.2 2011年 1 月～2013年 6 月
FENCOMIN が鉱業冶金省を排除し，自らのイニ
シアティブのもとで第3案を作成する
4.3 2013年 7 月～2014年 3 月17日










































ación Sindical Única de Trabajadores Campesinos de Bolivia: CSUTCB）， コ リ ャ・
スーユのアイユ・マルカ全国組織（Consejo Nacional de Ayllus y Markas del Qul-
lasuyu: CONAMAQ）といった先住民・農民組織，ポトシ，オルロ，サンタク
ルスの各県代表，ボリビア地質学協会などの多様な政府組織・市民社会組織
が参加した（2010年 6 月 8 日付け La Prensa）。この会合は，新鉱業法について
関係者へのヒアリングを目的としたものであったが，CSUTCB や CONAM-
AQ といった先住民・農民組織はあまり関心を示さず， 2 日目以降は参加し
なかった⑾。この会合では，従来のコンセッションから契約方式への移行，
鉱山が実際に採掘活動をしていない場合の接収，協同組合の既得権，鉱業契
約を管轄する機関を新設すること等が話し合われた⑿（2010年 6 月 8 日付け
La Prensa，および2010年 6 月12日付け La Patria）。この会合の結果をふまえて























た（2011年 1 月28日付け Los Tiempos，La Patria，および El Diario）。
2 ．2011年～2013年 7 月









　2011年 3 月 1 日，FENCOMIN の新代表に選ばれたアルビノ・ガルシア
（Albino Garcia）はモラレス大統領と会合し，これまで協議してきた法案は関
係する諸団体の合意を得たものではないと訴えて，ゼロから再スタートする







道路封鎖を行うだろう（筆者訳。2011年 3 月17日付け La Patria）。
　2011年 3 月中旬，フェリックス・ロハス（Felix Rojas）労働大臣のもとで，
協同組合，民間鉱山，労働組合の 3 セクターの代表による鉱業法案の起草委















要条文については未着手であった（2011年 5 月30日付け El Diario）。 4 カ月後
の 9 月29日の FENCOMIN 筋の情報では，約75％の進展があるとの発言がみ
られた（2011年 9 月30日付け La Patria）。
　鉱業冶金省は，手をこまねいてみていたわけではない。彼らは法案起草の
イニシアティブは与えられていなかったが，さまざまな策を実行に移した。




































（2012年 1 月23日付け Página Siete，および2012年 1 月31日付け Cambio）。この頃
には，法案起草作業は近く終わるとの認識が複数のアクターによって抱かれ
ていたようで，「あと 2 カ月後には完成するはずだ」というような発言が聞
かれた（2012年 1 月29日付け Cambio，2012年 5 月24日付け El Diario，および2012









て国庫と近隣自治体にもそれぞれ 5 ％を納入する案が出された（2012年 3 月
1 日付け El Deber）。FENCOMIN 代表は，それまで参加していた COMIBOL
の執行部から脱退することになった。そのかわり，国営鉱区の一部が採掘可
能として提供されることになった（2012年 2 月 7 日付け La Razón，および2012
年 8 月 4 日付け La Prensa）。ANMM に所属する民間鉱山のうち，いくつかは
新法制に先立って新契約方式に移行し⒆，最大のサンクリストバル鉱山は現
行と同じ契約内容で継続することとされた（2011年 5 月13日付け La Prensa お
よび，2012年 8 月31日付け La Patria）。ANMM は起草委員会で合意が達成され
た暁には，新鉱業法のもとで新税制に移行することを基本的には受け入れて




れていった。この最後の論点につき，2013年 4 月に選出された FENCOMIN
代表のアレハンドロ・サントス（Alejandro Santos）はモラレス大統領と直接
会合して協議した（2013年 5 月30日付け Cambio）。そして2013年 7 月初旬，つ
いに起草委員会が作成した法案（第 3 案）が鉱業冶金大臣に提出された。
3 ．2013年 7 月～2014年 3 月17日
　前項でみたように，FENCOMIN の意向を受けて大統領の指示で設置され
た起草委員会は，鉱業冶金省の意向を排除する形で法律の内容をデザインし，







修正した第 4 案をつくった。この事実を知った FENCOMIN は激怒し，第 4








　2013年 7 月に一定の合意に至った第 3 案は，大統領に提出される前に労働
組合，協同組合，民間鉱山のあいだで周知されることになった（2013年 7 月
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2 日付け La Patria）。しかし法案はこれら 3 者以外の目にもふれることとなっ
たため，事態は混乱した。鉱業に関心を抱く各県代表は，鉱山操業について
県の権限が弱められていることとロイヤルティ分配率が減少していることに
気づき，緊急集会を開いた（2013年 7 月 5 日付け La Patria）。FENCOMIN は
売上額の 1 ％だけを国庫に直接支払うことを決定したが，労働組合系の
MAS 党議員や先住民組織は，法案が協同組合を一方的に資する内容になっ





うとしていると感じて，FENCOMIN と FSTMB はともに，合意された法案
への変更を認めず，もし変更があれば抗議運動を動員すると牽制した（2013
年 7 月18日付け El Diario，および La Razón）。
　この時点で最大の問題は，鉱山協同組合が支払う税金の問題だったようで
ある。売上額の 1 ％のみを法人税として国庫に支払うという規定については，
経済財務省をはじめとする反対があった。FENCOMIN 代表は 8 月19日と，
8 月29日にモラレス大統領と， 9 月 2 日にガルシア・リネラ副大統領と会合
をもった（2013年 8 月20日， 9 月 3 日付け Cambio，および2013年 8 月30日付け
La Razón）。いずれの会合においても，この問題は解決しなかった。 9 月16
日にビレイラ鉱業冶金大臣は，税制が新鉱業法案から外され，将来改めて税
法で規定することを提案した（2013年 9 月17日付け La Razón，および Página 
Siete）。ガルシア・リネラ副大統領もこの決定を支持することを明らかにし
た（2013年 9 月19日付け Cambio）。
　FENCOMIN は，法案の早期承認がなかなか実現しないので苛立っていた。
10月 9 日，FENCOMIN のアレハンドロ・サントス代表は新鉱業法の年内成
立を強く求めるとともに，税制を含め，第 3 案から何も変えないことを求め
た。その際，2013年 7 月につくられた第 3 案について，大統領と FENCO-
100
MIN ら関係団体とのあいだで合意があるとも主張した（2013年10月10日付け

















1 月 8 日にビレイラ鉱業冶金大臣は，ガルシア・リネラ副大統領と 4 時間以
上にわたって協議した。そして 1 月11日にモラレス大統領，ガルシア・リネ
ラ副大統領，ビレイラ鉱業冶金大臣らは，アレハンドロ・サントスほか
FENCOMIN 代表と会合し，2013年 7 月の第 3 案に沿いながら 4 点の重要事
項（採掘に先立つ先住民への事前協議，環境影響評価，COMIBOL と協同組合と
の関係，税制）について再協議を行うことを求めた（2014年 1 月14日付け La 
Razón）。モラレス大統領の心境は， 1 月17日に行われた FENCOMIN の定例
集会に出席した際の以下の発言に表れている。






し，承認することを求める（筆者訳。2014年 1 月18日付け Los Tiempos）。
　これと同時に，モラレス大統領は，鉱山協同組合が迅速に法人格を取得で
きるようにする大統領令の公布や新たな国有鉱区の提供などを約束した
（2014年 1 月18日付け Cambio，および2014年 1 月25日付け El Potosí）。こうして 1
月17日，起草委員会のメンバーが再招集され，改めて協議が始められた
（2014年 1 月17日付け La Patria）。
　大統領の介入によって，第 3 案と第 4 案をふまえた第 5 案をつくることが
可能となった。 2 月26日にモラレス大統領と FENCOMIN 代表のサントスが
会合した際，サントスは新しい法案（第 5 案）について，素晴らしい内容だ
と語っている（2014年 2 月27日付け Cambio）。 3 月17日に法案が提出されると，
モラレス大統領はこれを修正なく国会に提出すると述べ，直ちに国会下院の
鉱業委員会で検討が始まった（2014年 3 月18日付け El Diario，2014年 3 月19日
付け La Razón，および2014年 3 月20日付け Página Siete）。
　第 5 案が，第 3 案をベースとしてつくられたのか，それとも鉱業冶金省が
修正した第 4 案をベースとしたのかはよくわからない。入手できたふたつの





てが法案（第 5 案）から外されていた（2014年 3 月 8 日付け Opinión）。
102
4 ．2014年 3 月18日～法律成立（2014年 5 月末）












リオ（Marcelo Elio）が，法案（第 5 案）の第132条と第151条に憲法違反の疑



















議をしてはどうかと述べた（2014年 4 月 1 日付け Los Tiempos，La Razón，およ
び Cambio）。 4 月 2 日には FENCOMIN 代表は政府と会合をするが，キンタ
ナ大臣の発言が誠意を欠くと非難して協議はいったん決裂した（2014年 4 月
2 日付け La Patria）。
　緊張が高まるなか， 4 月 3 ～ 4 日にかけてオルロ県庁で FENCOMIN は政
府と会合し，モラレス大統領と改めて会合することで合意し，道路封鎖は解
除された（2014年 4 月 5 日付け Cambio，および Página Siete）。 4 月10日，ラパ
ス市内の副大統領府にて，モラレス大統領と FENCOMIN は会合し，問題の
条文について政府と FENCOMIN とで暫定委員会をつくって協議することで









ったと述べた（2014年 4 月26日付け Cambio）。
　この騒ぎのなか，憲法違反の条文を含む法案を国会に提出したことの責任
をめぐって，ビレイラ鉱業冶金大臣とその部下に対する非難が起きた。 4
月 3 日にビレイラ大臣の鉱業冶金省の部下 3 人が辞職し， 4 月 7 日には大臣
104













































































































⑼　同移行条項は，鉱山協同組合などのもつ既得権の尊重（ 1 項， 4 項），鉱業





















⒃　2015年 3 月 9 日，ラパス市内 FSTMB 事務所にて，筆者によるフランシス




⒅　2013年 7 月の法案（第 3 案）では，Autoridad General Jurisdiccional Adminis-
trativa Minera（AGJAM）と呼ばれていたが，成立した法律では Autoridad Ju-
risdiccional Administrativa Minera（AJAM）と呼ばれることになった。
⒆　新鉱業法の成立に先立つ2013年 7 月 2 日，法第386号によってスイス系
Glencore 社のポルコ（Porco），ボリバル（Bolívar）鉱山は新たに15年期限の
新契約に移行した（2013年 7 月 2 日付け La Razón，2013年 7 月 3 日付け Cam-







　2013年 3 月17日，ラパス市内 La Razón 紙本社にて，筆者によるヒメナ・パ















Página Siete）。 3 月27日にモラレス大統領はポトシ県代表と会合し，この修正







チノ（Julián Chino）・ラパス北部金鉱協同組合（Federación de Cooperativas 















　2015年 3 月10日，筆者によるアレハンドロ・サントス FENCOMIN 代表（当
時）へのインタビュー。ならびに，2015年12月28日，筆者によるフリアン・
チノ FECOMAN 代表へのインタビュー。
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